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京都市立東総合支援学校
　校長　森田　香織

「緊急事態宣言」発令に伴う教育活動について

　日ごろより，本校の教育推進にご理解ご協力をいただきありがとうございます。
　さて，令和3年4月25日付けで，「緊急事態宣言」が発令されましたことを受けまして，新型コロナウイルス感染拡大防止について，本校の対策をお知らせします。これまで以上に強化徹底した上で，教育活動を継続してまいります。学校と家庭とが連携し，児童生徒が安心・安全に学校生活を送れますよう，ご理解・ご協力をよろしくお願いします。

１　保健管理等について
（１）健康観察・検温
　　〇登校後「健康観察票」を確認すると共に，各学級にて健康観察を行います。
　　〇検温は，登校後・下校前に行います。

（２）有症者対応
　　〇登校後，発熱等の風邪症状が見られた場合は，他者との接触を可能な限り避けられるよう，速やかに別室（生活学習棟）に移動の上，学校へのお迎え等を依頼します。　
　　〇登校後に同居の家族が，「濃厚接触者」となった場合，また「感染の疑い」等でPCR検査を受けられる場合も速やかに学校までご連絡をしてください。その場合は，学校へのお迎えをお願いします。

（３）手洗い・咳エチケット・マスクの着用等の保健指導
　　〇保健資料をもとに，実状に応じて丁寧に保健指導を行います。
　　〇登校時・給食前・下校前は，必ず石鹸または水による手洗いをするように指導します。
　
（４）換気
　　〇各教室内は密閉することを避け，エアコン稼働時も含め，換気扇や扇風機をつけたり，窓や扉を少し開けたりして，常に換気を行います。
〇どうしても窓がない場合等，密閉する場合は，30分に1回以上，数分程度，扉や窓を全開に
して換気するようにします。

（５）マスクの着用（マスク着用が可能な場合）
　　〇ご家庭でご準備をお願いします。また，マスクを外した際にマスクを保管する際の清潔なビ
ニールや布等の袋のご準備もよろしくお願いします。
　　〇熱中症のリスクがある場合等，暑さや息苦しさを感じた時や，活動・児童生徒等の様子を見
て，マスクを外すなど臨機応変に対応します。

（６）教室等の清掃・消毒
　　　〇多くの児童生徒が手を触れる場所（ドアノブ，手すり，スイッチ，机，教材 等）や，教室の床・廊下等は，下校後に教職員が清掃・消毒（次亜塩素酸ナトリウム水溶液0.05％）をして，環境衛生を良好に保つようにします。
　　　〇学習で使用した教材・教具は，同一日に使い回しをせず，使用後に消毒を行います。裏面あり

２　学習指導について
　（１）学習について
〇①換気の悪い密閉（密閉），②人の密集（密集），③近距離での会話や発声等（密接），という３つの条件が重なった環境を回避するように徹底します。
〇各教室の座席位置は，児童生徒間で近距離の会話を避けることや飛沫がかからないように，可能な限り座間のスペースを空けるようにします。
〇指導者は，感染拡大予防の観点からマスクを着用し，状況に応じてフェイスシールド等の支援グッズを使用し，支援や指導に当たります。
〇調理実習は原則，実施いたしません。
〇校外学習は，中止又は延期とし，学校施設内の活動に限ります。
〇学部や学年を越えた活動は停止します。
〇ワークスタディやユニット学習は，異学年の児童生徒が接触しないよう配慮して行います。

　（２）給食・摂食指導
　　　〇食事の前には，石鹸による手洗いやアルコールスプレーで消毒をします。
　　　〇食事中は，飛沫を生じさせないように，机を向かい合わせにしない工夫や，会話を控える等の配慮をします。
　　　〇配膳・後片付けは，原則教員が中心に行います。

　（３）登下校時の対応について　
　　　【スクールバス】
　　　〇密閉空間にならないように，換気に努めます。
　　　〇車内には，消毒用のアルコールスプレーを常備しています。必要に応じて，乗降時にお使いください。
　　　〇毎日丁寧に清掃をし，清潔を保っていただいております。
　　　【自主通学生】
　　　〇公共交通機関を利用して登校する生徒は，時差登校を可能としています。希望される場合は担任までお伝えください。
　　　【送迎について】
　　　〇自家用車等で送迎を希望される場合は担任までお伝えください。
　　　〇保護者の送迎は，原則玄関で待機してください。

　（4）その他
　　　〇保護者の来校は送迎のみとさせていただきます。
　　　〇ご相談等は，連絡帳や電話にて対応させていただきます。
　　　〇部活動は実施しません。
　　　〇高等部3年進路説明会は延期とし，やむを得ず実施できない場合は，リモート等で実施するなど，方法を検討した後にご連絡をします。


以上は，5月11日までの対応とします。状況を見て，対応を変更していきます。引き続き，
児童生徒と指導に当たる教職員全員が，安心・安全に学校生活を送れますよう，ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。
